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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 8年 7月 

〔漁 業〕 

・ 7月の漁獲量は､前年を14,693㌧下回り､漁獲金額は前年を2億6,300万円下回った｡漁獲量では､

ツブ漁､エビ籠漁､イワシ漁が減少､特にイワシ漁は14,840㌧の大幅な減少となっている｡カレイ

漁､タコ漁は増加している｡漁獲金額では､タコ漁､昆布が増加､イワシ漁が大幅な減少となってい

る｡(道東沖のマイワシ漁は､6月に解禁となったが､水揚げゼロが続く異例の事態となっている) 

〔軽種馬生産業〕 

・ セレクトセール2026(主催・日本競走馬協会)が7月13､14日にノーザンホースパークで開催され

た｡478頭(牡313頭､牝165頭)が､総額334億8,400万円で落札された｡最高額はノーザンレーシング

が販売した牡馬｢ヤングスターの2025｣(父・イクイノックス)で4億2千万円だった｡ 

・ 北海道市場で開かれた｢セレクションセール2026｣が7月21日閉幕した｡299頭が上場し269頭が落

札された｡売却率は89.97％､売却総額は57億8,248万円(税込)｡最高落札価格は､村田牧場(新冠)

生産の｢メジェルダ2025｣(牡､父サートゥルナーリア)の8,800万円で､福本純氏が落札した｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の7月中発注額は6億8,900万円で､前年を1億6,800万円下回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の7月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は39億3,100万円で前年を7億3,600万円下回った｡ 

・ 7月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､1件で､前年を2件下回った。 

〔小売業・飲食業〕 

・ 浦河商工会議所(上田正則会頭)は事業承継の支援制度などを紹介するパンフレットを初めて作

成した｡後継者がいない事業者に事業承継への関心を高めてもらうとともに､承継希望者の掘り

起こしを目指す｡パンフレットは｢うらかわ事業承継のすすめ｣(Ａ4判4㌻)｡同会議所が町､事業

承継サイト｢relay(リレイ)｣などと連携し町内飲食店を対象に進めている後継者候補とのマッ

チング事業のほか､専門家による無料相談窓口や町の補助制度を紹介している｡ 

〔観光・その他〕 

・ 2月28日に日高自動車道日高厚賀ＩＣ－新冠ＩＣを結ぶ区間が開通してから4カ月が経過した｡

新冠ＩＣの出口から1.8㌔の地点にあり､町のシンボルともなっている道の駅サラブレッドロー

ド新冠では､来場者が急増｡4月に8万8,803人､5月には9万9,492人を記録した｡  

〔雇 用〕 

・ 7月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を下回った｡ 

 

〔総 括〕 

・ 建設業の7月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を7億3,600万円下回り､

町発注工事は前年を1億6,800万円下回った｡漁業の漁獲量は､前年を14,693㌧下回り､漁獲金額

は､前年を2億6,300万円下回った｡漁獲量では､カレイ漁､タコ漁が増加｡ツブ漁､エビ籠漁､イワ

シ漁が減少｡漁獲金額では､タコ漁､昆布が増加､イワシ漁が大幅な減少となっている｡広尾地区

のイワシ漁は水揚げゼロ(前年比14,840㌧減)となっている｡中東情勢の悪化に伴う物価高騰で

個人消費は節約志向が強まり､漁業の不振から買い控えも見られる｡建設業でも建設資材の調達

に影響が出ており､仕入れストップなどの影響が出始めている｡飲食店も来店客数が減少し､諸

経費の増加､人手不足が続いており､地域経済は先行き不透明な状態が続いている｡ 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ナマコ漁等｡〔沖合い漁業〕定置網漁､エビ籠､カニ､ツブ､漁等｡ 

令和8年7月の総漁獲量1,072㌧･総漁獲額8億6,000万円(前年同月比14,693㌧減･26,300万円減)｡ 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

定置網漁………    240ｔ ・  71百万円 ( 前年同月比     8ｔ増  ・   23百万円増 ) 

カレイ漁………     51ｔ ・  22百万円 ( 前年同月比     29ｔ増  ・   14百万円増 ) 

タコ漁…………    280ｔ ・ 269百万円 ( 前年同月比    128ｔ増  ・  136百万円増 ) 

ツブ漁…………    119ｔ ・ 79百万円 ( 前年同月比   20ｔ減 ・    8百万円増 ) 

ナマコ漁………    2ｔ ・  5百万円 ( 前年同月比     3ｔ減 ・    1百万円減 ) 

エビ籠漁………    80ｔ ・  56百万円 ( 前年同月比    43ｔ減  ・   16百万円減 ) 

メヌケ漁………    11ｔ ・  12百万円 ( 前年同月比     2ｔ減  ・    3百万円増 ) 

キンキ漁………    25ｔ ・  23百万円 ( 前年同月比    15ｔ増  ・    5百万円増 ) 

カニ漁…………     38ｔ ・  33百万円 ( 前年同月比     18ｔ増  ・   18百万円増 ) 

イワシ漁…………    62ｔ ・  13百万円 ( 前年同月比 14,840ｔ減  ・  551百万円減 ) 

昆 布…………    62ｔ ・ 197百万円 ( 前月同月比      9ｔ増  ・   58百万円増 ) 

その他………･･    102ｔ ・  80百万円 ( 前月同月比      8ｔ増  ・   40百万円増 ) 

※エビ籠・カニ漁は､ほとんどがオオズワイガニの漁獲となっている。 

  

秋サケ漁の漁獲量の低迷などで漁業者への影響が広がる中､浦河町と日高中央漁協など 

で作る町栽培漁業研究会が､養殖試験事業として昨年11月23日に浦河港内の生けす2基に放流 

したトラウトサーモン(ニジマス)が13日水揚げされた｡近年の異常気象による自然環境の 

変化により､漁業資源は総じて減少傾向にある｡安定的な生産が期待できる海面養殖の事業化に 

向けた新たな取り組みが､一昨年からスタート｡今回が2年目の水揚げ｡昨年11月に､2基の 

円筒型の生けす(直径14㍍､深さ3㍍)に体長約30㌢､重さ約500㌘ほどのトラウトサーモン 

の稚魚約4千匹を放流｡港内の北防波堤から約100㍍の海面に設置した｡水揚では､795尾(生 

存率16.2％)､総重量1.56㌧､1尾当たり重量1.96㌔の結果だった｡最高重量3.4㌔｡思ったような 

本数ではなかった｡町産業課は｢今回の養殖試験事業では､生存率が低く､餌の量､環境の変化､ 

酸素濃度､時化の際の対応など様々なストレス蓄積の要因が考えられる｣とし､養殖方法など関 

係機関と協議しながら､3年目は1基増の3基に6千匹を試験養殖する予定｡ 

 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業・農業〕 

・ セレクトセール2026(主催・日本競走馬協会)が7月13､14日にノーザンホースパークで開催され

た｡2日間合わせ過去最多となる478頭(牡313頭､牝165頭)が､総額334億8,400万円で落札された｡

このうち1億円以上は45頭｡売却総額は前年を7億8,400万円上回るレコードで前年比102.4％を記

録した｡1歳､当歳とも牡馬の平均落札額は8,000万円を超えた｡最高額はノーザンレーシング(安

平町)が販売した牡馬｢ヤングスターの2025｣(父・イクイノックス)で4億2千万円だった｡ 

・ 日高軽種馬農業協同組合主催の1歳馬の競り市｢セレクションセール2026｣が新ひだか町静内の北

海道市場で､7月20､21日に開催された｡上場頭数を減らしたことで売却総額は前年比8.42％減の

57億8,248万円となったが､平均額は4.86％増の2,149万円と好調だった｡頭数は64頭減の299頭が

上場され､39頭減の269頭(牡199頭､牝70頭)が売却された｡売却率は5.12㌽増の89.97％と高水準

だった｡最高額は村田牧場(新冠町)の牡馬｢メジェルダ2025｣の8,800万円(税込み)だった｡ 

・ ひだか東農協(本所・浦河)が運営する浦河町と様似町のイチゴ共同選果場が本格稼働に入った｡

今年のイチゴは生産者の栽培管理が行き届き､｢品質・量ともに順調｣(同農協営農生産部)と評価｡

クリスマス商戦を見据え､選果作業は12月上旬まで続く｡両町の夏秋採りイチゴは全国有数の生

産量を誇り､主力品種｢すずあかね｣は洋菓子向けとして高い需要がある｡両町で生産されるすず

あかねは､果実の崩れが少なく酸味が残る夏イチゴで､主にケーキなど加工用に利用される｡甘み

が強い生食用｢すずりっか｣と合わせ､25年度の販売額は35戸で約4億1千万円に上がった｡今年の

生産農家は33戸(浦河町15戸､様似町18戸)｡栽培面積は前年より3.3％増の5万7,000平方㍍､生産

量は5.5％増の151㌧､販売額は5.5％減の3億9,600万円を計画している｡25年度産の規格外イチゴ

は14.4㌧を買い取り､26年度は前年より2.8％減の14㌧を見込む｡浦河・様似の選果場は5月15日

からパート作業員45人が日曜日を含めて稼働し､10月末ごろまでフル操業となる｡7月20日現在の

出荷量は前年同期を38％上回る76㌧と好調に推移している｡ 

〔花き栽培〕 

・ 7月の花き出荷実績は､115万本､金額1億 3,654万円(前年同月109万本､1億1,180万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の7月中の請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､ 

39億3,100万円で､前年同月比7億3,600万円減少した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和8年7月） 

  

  

工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数 土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 1 0 6 7 2 0 126 128 0 

浦 河 町 14 8 6 28 125 173 29 327 0 

様 似 町 4 1 4 9 8 6 41 55 0 

えりも町 1 2 2 5 5 88 7 100 1 
広 尾 町 0 4 2 6 0 62 17 79 0 

計 20 15 20 55 140 329 220 689 1 

・ 7月中町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 6億 8,900万円となった｡(前年同月8億5,700万 

円)｡工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は29件上回り､金額は1億6,800万円下回った｡ 

・ 7月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は1件で､前年を 2件下回った｡ 



４ 

 

 

〔木 材〕 

・チップ材7月の出荷状況(広尾地区)は､数量が553㌧(前年397㌧)で前年比39.3％の増加｡ 

出荷金額は1,235万円(同966万円)で前年比27.8％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材(様似地区)の7月受注は前年同月並み｡プレカット材は受注なく生産を停止している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜類は､北海道産ではダイコン､ハクサイ､ホウレン草､トマト､ピーマン等が出荷され､本州 

産ではナスが出荷されている｡果物は､道産メロン､スイカ､本州産リンゴ､モモが出荷されてい 

る｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 静内農業高校の生徒たちが育てた野菜や加工品を販売する恒例の｢サマーフェア｣が7月17日､ 

同校体育館などで開かれ､多くの買い物客でにぎわった｡サマーフェアは､同校が農産物などの 

販売を通して流通の基礎や接客､コミュニケーションスキルの向上などを目的に毎年この時期 

に行っている人気のイベント｡前日に収穫したばかりの新鮮なナスやナンバン､ミニトマトなど

を1袋200円で販売｡農産加工品の販売コーナーでは､｢なんばん黒みそ｣や｢日高みそだれ｣など

が人気を集めた｡このほか畜産加工品のコーナーでは､今回初めて販売された脱脂粉乳を使用し

たハスカップ味の｢吸うグルト｣やアイスクリーム､ウインナーソーセージなどが販売され､どの

コーナーも混雑を避けるため数人のグループに分けて販売を行うほどの盛況ぶりだった｡ 

〔観光・その他〕 

・ ｢第32回新ひだか町みついし蓬莱山まつり｣が7月5日､東蓬莱の三石蓬莱山公園で開かれ､町 

内外から約7千人が来場し盛りだくさんの地元グルメや次々と繰り広げられるステージショ 

ーなどを楽しんだ｡今年で32回を迎える地域の夏の恒例行事｡会場にはみついし農協のみつい 

し牛など豊富な地場産品と焼き台貸し出しのバーベキューコーナーや､地元業者の焼き鳥､お 

好み焼き､ラーメン､丼など約25点が軒を並べた｡ 

 

・ 新ひだかの夏を彩る｢第20回新ひだか夏まつり｣の本まつりが7月25日､町内の御幸通りと吉 

野通りで行われ､町内外から約7,000人が来場してにぎわった｡会場では､馬産地にちなんだ恒 

例の｢新ひだか町国際馬力綱引き選手権大会｣が開催され､5人1組で肩にロープを担ぎ四つんば 

いになって1本の綱を引き合った｡午後6時過ぎには､まつり最大の見せ場となる｢阿波踊りパ 

レード｣が静宝通りを出発｡町内外の8連214人が軽快に街を練り歩いた｡ 

 

・ 優駿のふるさと浦河町の夏のイベント｢うらかわ馬フェスタ2026｣＝第41回シンザンフェステ 

ィバル＝は7月25､26日の両日､町内西舎のＪＲＡ日高育成牧場内特設会場で開かれた｡町内外 

から約3千人の家族連れや競馬ファンが訪れて馬づくしの2日間を楽しんだ｡｢馬上結婚式｣では 

公募で選ばれた大阪市の大谷力也さん､穂純さん夫妻が儀礼馬車で会場内を1周｡フェスタ実行 

委員会から挙式証明書が手渡され､指輪を交換して愛を誓い､会場に駆け付けた家族や友人､大勢 

の観客から大きな拍手で祝福を受け“愛の炎”をトーチに灯した｡26日には､ジョッキーベイビ 

ーズの北海道地区代表決定戦で笠松渚さん(小学6年)が優勝し10月11日東京競馬場の全国大 

会の招待券を獲得した｡ 



５ 

 

  ションにも力を入れる｡ 

   

〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ､(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､0件(前年同月1件)､負債総額ゼロ､(同5,000万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は36件(前年同月27件)､負債総額は55億3,100万円(同23億800万円)､倒産件数

は前月比11件の増加､前年同月比9件の増加となった｡ 

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は1,028件(前年同月961件)､負債総額は2,363億1,200万円(同1,670億3,500万

円)｡倒産件数は前月比7件の増加､前年比で67件の増加となった｡      （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 7月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.32倍で､前年を0.15ポイント下回り､前月を0.05ポイン 

 ト上回った｡有効求人数は765人で前年比18人の増加､前月比18人の増加となった｡有効求職者 

 数は580人で前年比71人の増加､前月比で8人の減少となった｡全道の月間有効求人倍率は0.86 

 倍で､前年を0.07ポイント下回り､前月を0.04ポイント上回った｡ 

 
 

 
管内生産馬 中央競馬重賞レース優勝馬 

 
 
7 /  5    第61回 北 九 州 記 念（ＧⅢ） 

フリッカージャブ 号          (日高町 宝寄山 拓樹 殿生産） 
 
  7 / 12  第62回 七 夕 賞（ＧⅢ） 
         アスクナイスショー 号       (新冠町 マリオステーブル 殿生産） 
     
  7 / 19  第62回 小 倉 記 念（ＧⅢ） 
         ゼンダンハヤブサ 号    (新冠町 スカイビーチステーブル 殿生産） 
 
  7 / 19  第58回 函館２歳ステークス（ＧⅢ） 
         フ ェ リ チ タ 号       (新ひだか町 前田ファーム 殿生産） 
 
  7 / 26  第43回 東海ステークス（ＧⅢ） 
         マテンロウコマンド 号         (新ひだか町 岡田牧場 殿生産） 
 
 
  セレクションセール年度別成績 
                                 （金額は円、税別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

年 
上 場 売 却 

売却率 総売上額 最高価格 最低価格 平均価格 
頭 数 頭 数 

2023 295 271 91.9% 5,646,700,000  94,000,000  6,000,000  20,836,531  

2024 484 412 85.1% 7,197,600,000  100,000,000  6,000,000  17,469,903  

2025 363 308 84.8% 5,740,000,000  88,000,000  6,000,000  18,636,364  

２
０
２
６ 

初日 

牡 117 106 90.6% 2,286,000,000  80,000,000  6,000,000  21,566,038  

牝 42 38 90.5% 654,000,000  41,000,000  6,000,000  17,210,526  

計 159 144 90.6% 2,940,000,000  ー ー 20,416,667  

2日 

牡 105 93 88.6% 1,727,300,000  56,000,000  6,000,000  18,573,118  

牝 35 32 91.4% 589,500,000  64,000,000  6,000,000  18,421,875  

計 140 125 89.3% 2,316,800,000  ー ー 18,534,400  

合計 299 269 90.0% 5,256,800,000  80,000,000  6,000,000  19,542,007  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 8 年 7 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人    数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 前 月 比 

平 取 町 4,393 -49 1 2,454 17 3 

日 高 町 10,637 -200 -26 6,249 0 -4 

新 冠 町 4,898 -66 -9 2,831 23 2 

新 ひ だ か 町 19,528 -420 -7 11,226 -44 5 

浦 河 町 10,843 -221 -5 6,604 -34 1 

様 似 町 3,626 -99 -7 1,994 -28 3 

え り も 町 3,851 -107 -12 1,930 -31 -3 

日 高 地 区 合 計 57,776 -1,162 -65 33,288 -97 7 

広 尾 町 5,629 -155 0 3,104 -9 12 

大 樹 町 5,139 -123 3 2,834 -20 9 

日高･十勝地区合計 68,544 -1,440 -62 39,226 -126 28 

札 幌 市 1,954,174 -2,065 -474 1,130,137 8,342 161 

江 別 市 117,624 -222 49 60,375 371 55 

石 狩 市 56,512 -443 -27 28,874 83 9 

北 広 島 市 55,882 -390 -54 28,694 167 -3 

恵 庭 市 70,045 -207 18 36,801 412 60 

千 歳 市 97,141 224 -26 53,504 832 46 

石 狩 地 区 合 計 2,351,378 -3,103 -514 1,338,385 10,207 328 

苫 小 牧 市 163,318 -1,303 -37 91,979 313 56 

厚 真 町 4,253 17 16 2,188 68 16 

む か わ 町 7,189 -121 19 4,203 -26 19 

胆 振 地 区 合 計 174,760 -1,407 -2 98,370 355 91 

営 業 区 域 合 計 2,594,682 -5,950 -578 1,475,981 10,436 447 

        (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和8年7月)  

     （単位：人、％） 

 浦 河 職 安 全   道 前 年 同 月 比 前 月 比 

月 間 有 効 求 人 数 765 74,591 18 -4,567 18 453 

月 間 有 効 求 職 者 数 580 86,954 71 1,956 -8 -3,348 

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.32 0.86 -0.15 -0.07 0.05 0.04 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和8年7月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金     額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業      種 地   区 

苫小牧管内 0 0 -1 -50 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 36 5,531 9 3,223   
全   国 1,028 236,312 67 69,277   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和8年7月末) 

（単位：百万円、％） 
預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

199,016 2.91 2.76 58,515 0.65 2.22 

                                  （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和8年7月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和8年7月) 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和8年7月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 18.7 240.5 104.3 1.0 170.0 90.2 

広   尾 17.6 182.0 98.9 1.0 109.5 91.3 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 7月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 7 128 29 1,380 18 592 48 1,397 

浦 河 町 28 327 70 981 7 75 44 962 

様 似 町 9 55 36 776 0 0 30 1,079 

え り も 町 5 100 20 441 4 190 22 440 

小 計 49 610 155 3,578 29 857 144 3,878 

広 尾 町 9 79 36 995 0 0 25 677 

総 合 計 58 689 191 4,573 29 857 169 4,555 

 
7月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 0 5 0 2 

浦 河 町 0 4 1 6 

様 似 町 0 1 0 1 

え り も 町 1 1 1 3 

小 計 1 11 2 12 

広 尾 町 0 1 1 2 

総 合 計 1 12 3 14 



８ 

 

 

 

 

 

 

 
身近に潜む、インターネットトラブル ～うまい話にはウラがある～ 

高額バイト、お小遣い稼ぎのつもりが思わぬ事態に！ 
 
 高額な闇バイトでも、詐欺や犯罪のグループにとってはだまし取

った金額のごく一部。捕まっても困らない使い捨てのコマとして、

都合良く利用されているのが現実です。 

 

 ＳＮＳなどにメッセージ投稿された「簡単な仕事で高額収入」は、

犯罪実行者の募集と捉えるのが鍵。 

 

 興味があっても反応しない、面白がって広めない、外から見えな

いやり取りはしない、を心がけて。 

 

 
 
【北海道のホームページ】 
 
 
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/cak/yamibaito.html 

 
 

～秋のヒグマにご注意を！「秋のヒグマ注意特別期間」～ 

 秋のヒグマは餌を求めて活発に歩き回り、秋の山に実るヤマブドウなど

の果実類やドングリなどの堅果類などを好んで食べて、たくさんの栄養を

蓄えて冬眠に備えます。 

しかし、近年ではドングリなどが凶作の年もあり、山の中の餌が少ない

と、人里近くに侵入し、農地でデントコーン等の農作物を食べたりするこ

ともあります。また、住宅街の周りで生ゴミなどが放置され、出没したヒ

グマがそれを見つけると、格好の食べ物になります。このようなヒグマは一度その味を覚えてしまうと、その後も

頻繁に市街地に出没するようになります。 

 秋はヒグマによる人身事故の発生が多くなる季節です。北海道では９月1日（火）から10月31日（土）までを

「秋のヒグマ注意特別期間」にしています。皆さんの生活の安全を守るため、日頃から以下のことに注意しましょ

う。 

・山では、ヒグマに遭遇しないように音を出し、糞や足跡などの痕跡があれば引き返す。 

・藪などの見通しの悪い場所に近づかない。 

・夜間、雨や霧の多い日の不要な外出を避ける。 

・生ごみなどを出す際は、各町のルールを守り、生ごみや匂いの強いゴミは屋外に長時間放置しない。 

 ヒグマと人との適切な距離を保ち、事故を未然に防ぎましょう。 

 

日高振興局からのお知らせ 

上手にネットと付き合おう！ 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/cak/yamibaito.html


 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 1 番地 2（仮店舗） ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM え り も 支 店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

   

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

     

          地域支援部 地域支援課 
             〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31 の 2 

             電話 (0146)22-4113 FAX (0146)22-0994 

             URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


